
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
亙

単

遠

い
と
、
白
山
市
笂
冏
中
の
教
室
の
机
や
い
す
．
ド
ア
ノ

プ
な
ど
に
３
凵
．

抗
閖
加
工
か
扇
さ
れ
た
。
県
内
の
弾
般
会
社
や
製
材
奬
書
な
ど
が
加
わ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

が
抗
剪

珀

の
あ
る
ガ
ラ
ス
。

コ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
無
償
で
謝
デ
ー
し、
定
期
的
に
勠
吸
を
詢
べ
る
。
生
徒
の
手
が
触
れ
や
す
い
場
所
岑
研
削

仕
様
と
す

る
こ
と
で
感
染
り
・
ス
ク
を
減
『
り
し
、
安
心
し
て
学
べ
る
涓
を
整
え
芍

眞

一
」
公
社

抗
菌
加
工
を
昴
し
た
の
は
全
Ｕ

教
窒
と
音
楽
室
な
ど
の
特
訓
敦
室

で
、
机
や
い
す
、
ド
ア
ノ
プ
な
ど

が
対
象
と
な
っ
た

。
車
な
ど
に
艮

わ
れ
る
ガ
ラ
ス
コ

ー
テ
ィ
ッ
ク
剤

に
抗
菌
作
用
崔
郢
凡
．
酸

化
チ
タ

ン
の
触
媒
反
応
で
菌
や
ウ
イ
ル
ス

机 にガ ラ ス.コーデ ィ ング を 推 す メ ン バ ー一 白 山市 筬 鬨 中
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分

解

す

る

効

果

が

あ

る

と

い

う

。地
元

産
材
を

使

っ

た
地

域
活

慳

化
に

取
Ｕ
組

む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

－
環

笥

プ
ー
ロジ

ェ
ク

ト

」
　
薪

洞
県

上

筵
否

の

北

同
支

部

が
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山
市

教
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に

施

工
を

申
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出
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県 内 建設業 者ら のＮＰＯ

白 山・笠 間 中 、感染 リ ス ク 軽 減

３
幽

は

県
円

外

か
ら

集

ま

っ
た

メ

ン

バ
ふ

一一
人

が
机

な

ど
に

液

体

の

コ

ー
テ

ィ
ン

グ
剤
を

塗
け

・
、
滞

い

ガ
ラ

ス
の

膜
で

覆

つ
た

。
．
コ
ー

テ

ィ

ン
グ
は

耐

久

性
が

高

く
、
効

川

は

数
年

統

く
と

い

う

。

今

後
は

月

に
１
回

程
度

、
抗

麟

加
一
にに一
を

厖
し
た

猖

酊
の
汚

れ
を

機

械
で

佼
査

し

、
効

瘍

が
保

た
れ
て

い

る
か

を

検
証

す

る

。
騨

竰
プ

ロ

ジ
ェ
ク

ト
北

陸

支

部
の
岩

本

沢

声

迴

更

廿

は

「
子

ど
も

た
ち

に

安

心

し
て

過
「
」
し
て
払

ら
い

た

い

’
一

と

話
し

黔

．

笠

間

中

で

は

市

敦

委

が

扈

用

し

た

ス

ク

ー
ル

サ

ボ

ー
ト

ス

タ

ヅ
フ

が

毎

日

、
校

内

を

ア

ル

コ

ー
ル

洒

毒

液

て

拭

き

上

げ

て

い

る

。消

峇

作

凖
の

負
担

が

餓
る

こ

と

に
な

り

、
松

本

政
豕

校

蟆
は

’
－
サ

ポ
ー
ト

ス

タ
ッ

フ

に
他

の
仕

事
を

任

せ
ら

れ
る
よ

う

に
な
り

、
大

変

勍
か

る

。
生

徒

が
不

安
な

く

畩

学

に
励

め
る

環
境
を

整
え

た

い

と

官
ん

尽
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